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今年の夏も厳しい暑さが続く毎日となりました。湘北の各地区では、コロナ禍で失われた夏まつり

の活気を取り戻すべく、夏まつり復活２年目の開催に尽力を尽くしました。一部の自治会では実行委

員のノウハウ継承ができなくなったことと、担い手不足により夏まつりの開催を断念してしまいまし

たが、まだまだ開催を継続している自治会も残っているので、まつり開催の地域力を絶やさないよう

に、地域全体で応援、協力していきたいものです。今回は甘沼の盆踊りと、みずきの夏まつりを紹介

します。 

甘沼では 8 月 11 日、自治会主催の納涼盆踊り大会が北根

公園で行われました。社協所有の機器で作ったポップコーン

と綿菓子が無料で提供され、自治会からアイスも配られ子ど

もたちは大喜びでした。この催しの運営にご尽力下さったス

タッフの皆さんに感謝しています。子どもたちの元気な様子

に大人たちも満足。浴衣を着せてもらってはしゃいで走り回

る甘沼っ子たちも楽しそうでした。次の世代に継承される貴

重な活動として、地域に暮す皆さんも自治会の営みに確かな

手ごたえを感じていらっしゃるのだと確信しています。 

みずきでは 8 月 24 日、25 日、夏まつりが開

催されました。毎年、まつりのオープニングを

飾るのは北陽中学校の吹奏楽部のみなさんで

す。照り付ける太陽、緑いっぱいのせせらぎ公

園と、その横を流れる駒寄川のキラキラした川

の流れをバックに、吹奏楽の元気な楽曲が響き

渡ります。みずき夏まつり、スタートを伝える

名物の演奏となっています。今年はこの名物の

演奏に、鶴が台中学校の吹奏楽部のみなさんが

加わり、夏まつり２日間それぞれのオープニングを飾っていただきました。 

中高校生のボランティアもみずきでは恒例となり、自治会の声掛けに集まった、中学生２名、高校

生２名が、まつりの準備、ステージ、花火大会、片づけと、大人顔負けに活躍していました。自発的

に地域に貢献する心が育まれていくことで、次世代の地域活動に繋げられると期待しています。 
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＜本年度活動方針＞ 

・ボランティアの増員を目指す 

・健康づくり、福祉活動など 

・各自治会の社協活動の支援 

・福祉関係団体への協力・交流 

・ボランティアセンター活動 
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今年度の懇談会は昨年までの地域ボランティアの発掘は継続しつつも、高齢者が抱える課題の情報

共有からスタートしました。第一回の懇談会は 9 月 11 日に開催され、民生委員さんによる３年に一回

の高齢者実態調査から浮き彫りになる、生々しい課題の報告を共有しました。民政委員さんだけでは

解決できない課題が多く含まれていることがわかりました。具体的な困りごとの例です。 

 ・高齢になって、ちょっとした買い物や病院に行くのが大変になってしまった。 

・資金的な問題で適切な介護サービスを受けることができない。 

・介護認定を受けて各種福祉サービスを受けた方がいいと勧 

 めるが、ご本人が申請を拒んでしまう。 

 ・話し相手がいない。近くにサロンなどの居場所がない。 

 など、共通課題を参加者一同で確認しました。 

また、この懇談会から提案された「みんなのまつり」を 2025

年 3 月 20 日（祝）に今年度も開催予定ですので、みなさん、ご

都合をつけてご参加ください。 

 

地域福祉を考える懇談会 分科会活動内容紹介  

 

湘北地区社協活動紹介  

 

可愛い保育園児たちと「すこやかサロン七夕

のつどい」7 月 4 日団地集会所の大会議室は鮮

やかな七夕飾りの若竹二本が飾られ、参加され

た方々は短冊に「平和」「健康」等の願いを書

きました。お昼寝を終えた鶴が台保育園の可愛

い園児たちが来て「笹の葉サラサラ♪」等を歌

い、子ども達は練習した「お化け音頭」を披

露。お別れに参加者全員が可愛い手と握手をし

ていっぱいの笑顔でした。 
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みずきで新しい取り組みを始めました！ 

みずきコミュニティハウス（自治会館）を一般

開放しました。みずきではコロナによりサロン

は２つ減り、子ども会もなくなり、行き場のな

い子どもや高齢者が増えてきています。地域の

交流の場として今年度は試験的に平日、土曜

日、日曜日と３回開催する予定です。第一回目

の 8 月 28 日はスタッフ合わせて 17 名の方が t

集いました。中学生から高齢者までがお話や麻

雀などをして楽しみました。今年度の最終回は

2024 年 12 月 1 日（日）です。 

 

鶴が台すこやかサロン みずきオープンハウス 
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健康福祉講座 

セカンドライフを楽しむ会 

本年度の健康福祉講座は、11 月 17 日(日)に

幼児向け講座『0 歳～みんなで楽しくリトミッ

ク♬』を開催予定です。 

リトミックとは、音楽に合わせて体を動か

し、表現力を養う音楽教育法で、近年、子供の

みならず高齢者向けとしても注目を集めていま

す。  

決まった動きはなく、音楽に合わせ自由に体

を動かして表現することが特徴です。 

講師は、リトミック POCO 音楽教室の鈴木

先生をお招きし、0 歳～3 歳向けの教室を開催

致します。 

 

公民館まつり 

今年度の公民館祭りは 2025 年３月１日

（土）、２日（日）日程での開催が決まりまし

た。湘北社協は今年度も恒例の綿菓子を中心に

バザーを行います。 

９月 29 日（日）に第一回の担当者会議を行

い、多くの皆様に喜んで頂ける様に企画準備を

進めております。 

公民館祭りは他の地域団体のバザー、展示、

発表などもありますので多くの皆様のご参加を

お待ち致しております 

 今年度の公民館まつりのテーマ 

 ちいき輝け★みんな輝け★まつりで輝け 

セカンドライフを楽しむ会では、「セカンドラ

イフにボランティア活動を」という事でボラン

ティアについて、ウオーキングやゲームをしな

がら考えたいと思います。 

詳細は、回覧にてご確認お願い致します。皆

様の参加お願いします。 

←申し込みはこちら 

10 月 15 日 0:00 申し込み開始 リトミック POCO 音楽教室 
鈴木真紀 様 
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ピアノなどの習い事を体験し、旅行に出かけ、スポーツや観劇なども希望すれ

ば叶えられる恵まれた子と、経済的理由から体験できない子どもがいます。体験

格差は存在します。 

夏祭りや盆踊りなどの行事も体験できる地域と、行事そのものがないので体験

できない地域があります。子ども会のない地域もあります。地域の衰退による体

験格差です。皆さんは自分たちの努力で解決できる格差を、どうお考えですか？ 

忙しすぎる現役世代に何もかも任せるのでなく、時間に余裕のある４～５人が声をあげれば地域格

差は解消できます。せめて子どもたちには、地域格差のない活発な自治会・地域に生活してもらいた

いものだと願っています。             

湘北地区社会福祉協議会会長    澄川 篤 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

湘北地区社会福祉 

協議会のホームペ 

ージをご覧ください。 

 

今年の夏も連日猛暑日が続き、外に出るのをためらう暑さでした。そんな暑い夏でも各

地域で真夏の行事が開催され、地域交流が盛んに行われているのが取材をしていて、印象的でした。 

湘北地区社会福祉協議会  
～地域格差について～ 澄川会長      
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編集後記 

＜広報誌のアンケート＞ 

広報湘北へアンケートを 

お寄せください。 

締め切り 10 月 31 日 

ボランティアセンターにシンボルが２つ

できました。１つは、プレンティ－ズさん

に提供していただき、香川学童クラブさん

と作ったベンチ。２つめは、鶴が台中学校

の美術部のみなさんが作ってくださった大

きな看板。ボランティアの精神を見事に表

しています。地域の方々の目に触れること

でボランティアセンターの認知度が高まる

と思います。「ちょっとしたお困り事があ

ったら」お電話を。開いている時は、いつ

でも、気軽に立ち寄れるボランティアセン

ターにしていきたいと思っています。 

湘北地区ボランティアセンターだより 

ボランティアセンターの看板と 
鶴が台中学校の美術部のみなさん 
 

 

子ども 

ボランティアセンター ☎０４６７－２７－２０３０ 

 

子ども 


